
　
岩
手
山
麓
ディ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
岩
手
山

の
ふ
も
と
に
広
が
る
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し

た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
製
造
と
供
給
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

事
業
を
経
営
の
柱
に
据
え
、
今
年
で
設
立
か

ら
18
年
目
を
迎
え
る
。
２
０
1
7
年
に
３
代

目
の
代
表
と
な
っ
た
松
本
千
秀
さ
ん
は
設
立

時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
同
市
で
搾
乳
牛
65
頭

（
全
頭
数
約
１
２
０
頭
）
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
牧

場
を
家
族
４
人
で
経
営
。
2
0
0
7
年
に
は

優
れ
た
経
営
が
評
価
さ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
地
域
酪
農
を
け
ん
引
し

て
き
た
。
購
入
飼
料
や
資
材
費
、
光
熱
費
の

高
騰
な
ど
で
畜
産
農
家
を
取
り
巻
く
状
況
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
松
本
さ
ん
は
「
少
し
で

も
価
格
を
抑
え
、
高
品
質
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
供
給

す
る
こ
と
が
組
合
の
使
命
で
す
」
と
話
す
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
設
立

当
時
か
ら
粗
飼
料
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
自
給

飼
料
で
ま
か
な
う
。
今
後
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

耕
作
面
積
を
更
に
増
や
し
、
濃
厚
飼
料
の
自

給
割
合
を
高
め
て
い
く
方
針
だ
。
現
在
の
草

地
面
積
は
受
託
分
を
合
わ
せ
て
２
０
０
ha
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
１
０
０
ha
。
松
本
さ
ん
は「
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
耕
作
面
積
を
あ
と
１
割
ほ
ど
増

や
す
計
画
で
す
。
単
収
を
上
げ
、
価
格
を
抑

え
つ
つ
品
質
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
話

す
。
土
壌
を
改
良
し
、
雑
草
防
除
や
耕
作
地

の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

　
利
用
す
る
生
産
者
は
、
同
市
内
を
中
心
に

現
在
14
戸
。
2
0
2
2
年
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
年
間
製

造
量
は
５
３
０
０
ｔ
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
は
年
間

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
個
を
供
給
す
る
。
泌

乳
期
用
２
種
類
、
乾
乳
期
用
１
種
類
を
製

造
し
、
搾
乳
牛
向
け
の
平
均
価
格
は
運
賃
税

込
み
で
１
ｔ
約
４
万
円
。
製
造
に
あ
た
っ
て

は
設
立
時
か
ら
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
や
Ｊ
Ａ
全

農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
が
メ
ニ
ュ
ー
づ
く

り
な
ど
の
助
言
を
し
て
い
る
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
若
い
従
業
員
が
多

く
活
躍
し
て
お
り
、
組
合
員
で
あ
る
酪
農
家

の
作
業
負
担
が
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

た
だ
当
初
は
季
節
雇
用
の
非
正
規
従
業
員

に
頼
っ
た
不
安
定
な
雇
用
形
態
だ
っ
た
た
め
、

組
合
員
の
出
役
が
常
態
化
し
て
い
た
。
松
本

代
表
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
よ
う
と
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
正
社
員
を
増
や
し
、
若
い

働
き
手
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
き
た
。

　
設
立
時
か
ら
働
く
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々
木

良
治
さ
ん
は
県
内
の
高
校
で
リ
ク
ル
ー
ト
活

動
を
す
る
一
方
、
組
織
の
福
利
厚
生
や
待
遇

面
を
徐
々
に
改
善
し
、〝
ブ
ラ
ッ
ク
〞だ
と
思
わ

れ
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
いっ
た
。
そ
の

結
果
、
求
人
に
困
ら
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、

今
で
は
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
た
。
佐
々
木

さ
ん
は｢

今
春
も
高
卒
の
新
入
社
員
を
１
人

迎
え
、
従
業
員
は
２
人
の
パ
ー
ト
を
含
め
て

16
人
に
な
り
ま
し
た
。平
均
年
齢
は
30
歳
で
、

９
割
が
非
農
家
で
す
」
と
胸
を
張
る
。

　「
若
い
人
が
働
く
場
に
は
、
若
い
人
が
集

ま
っ
て
く
る
」と
、佐
々
木
さ
ん
は
断
言
す
る
。

職
場
は
活
気
が
あ
ふ
れ
、
労
働
の
質
も
変
化

し
て
き
た
と
い
う
。｢

最
初
は
畜
産
に
興
味
が

な
く
て
も
、
働
く
中
で
魅
力
に
気
づ
か
せ
る

自
信
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
入
社
後
の
離
職

率
は
低
く
、
社
員
は
生
産
者
を
支
え
る
こ
と

に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
働
い
て
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
昨
年
、
離
農
す
る

酪
農
家
の
牛
舎
を
活
用
し
、
牛
群
飼
養
管
理

部
門
（
自
社
牧
場
）
を
新
た
に
設
け
た
。
自

社
の
飼
料
で
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
将
来
的
に

は
６
次
産
業
化
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
部

門
長
と
し
て
昨
年
入
社
し
た
親
川
泰
典
さ
ん

は
「
40
頭
規
模
の
牛
舎
で
す
が
、
今
の
搾
乳

頭
数
は
29
頭
。
乳
質
向
上
の
た
め
に
牛
群
を

見
直
し
て
い
る
最
中
で
す
。
今
後
は
１
頭
あ

た
り
の
乳
量
を
上
げ
、
自
家
産
で
優
良
牛
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
将
来
的
な
規
模
拡
大
を
目
指
す
。

　
更
に
、
松
本
さ
ん
は
離
農
が
相
次
い
で
い
る

現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
と
語
る
。
牧
場
を

始
め
て
か
ら
新
た
に
４
人
の
社
員
を
雇
用
し
、

デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
酪
農
後
継
者
を
育
成

す
る
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。｢

生
乳
生

産
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
事
業
の
幅
が
広
が
っ

た
。
将
来
、
独
立
し
て
新
規
就
農
を
希
望
す

る
人
が
出
て
き
た
時
は
最
大
限
応
援
し
て
い

き
た
い
」
と
松
本
さ
ん
。
大
変
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
若
者
た
ち
と
夢
を
語
り
、
酪
農
の
未

来
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
組
合
員
の
牧
場
の

生
乳
を
集
乳
し
、
全
国
の
乳
業
工
場
に
出

荷
す
る
の
が
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
岩
手
山
麓

コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
だ
。
県
央
５
市
町
か
ら
集

乳
す
る
量
は
１
日
約
１
３
０
ｔ
。
約
７
割
が

首
都
圏
や
東
海
・
北
陸
な
ど
県
外
へ
出
荷
さ

れ
る
。
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
は
集
乳
出
荷
業
務

の
ほ
か
、
日
々
の
検
査
で
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

信
頼
を
獲
得
し
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な

ぐ
重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長

の
遠
藤
年
治
さ
ん
は｢

私
た
ち
の
検
査
結
果

を
見
て
、
生
産
者
は
出
荷
可
否
の
判
断
を
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ス
が
許
さ
れ
ず
、
正

確
な
数
値
で
信
頼
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
話
す
。
酪
農
家
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
信
頼
を
維
持
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
多
く
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
て
生
産
者
を
支
え
て
い
る
。

岩
手
山
麓
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

3
0
0
ha
で
粗
飼
料
1
0
0
％
自
給
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向
上
の
た
め
に
牛
群
を

見
直
し
て
い
る
最
中
で
す
。
今
後
は
１
頭
あ

た
り
の
乳
量
を
上
げ
、
自
家
産
で
優
良
牛
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
将
来
的
な
規
模
拡
大
を
目
指
す
。

　
更
に
、
松
本
さ
ん
は
離
農
が
相
次
い
で
い
る

現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
と
語
る
。
牧
場
を

始
め
て
か
ら
新
た
に
４
人
の
社
員
を
雇
用
し
、

デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
酪
農
後
継
者
を
育
成

す
る
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。｢

生
乳
生

産
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
事
業
の
幅
が
広
が
っ

た
。
将
来
、
独
立
し
て
新
規
就
農
を
希
望
す

る
人
が
出
て
き
た
時
は
最
大
限
応
援
し
て
い

き
た
い
」
と
松
本
さ
ん
。
大
変
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
若
者
た
ち
と
夢
を
語
り
、
酪
農
の
未

来
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
組
合
員
の
牧
場
の

生
乳
を
集
乳
し
、
全
国
の
乳
業
工
場
に
出

荷
す
る
の
が
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
岩
手
山
麓

コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
だ
。
県
央
５
市
町
か
ら
集

乳
す
る
量
は
１
日
約
１
３
０
ｔ
。
約
７
割
が

首
都
圏
や
東
海
・
北
陸
な
ど
県
外
へ
出
荷
さ

れ
る
。
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
は
集
乳
出
荷
業
務

の
ほ
か
、
日
々
の
検
査
で
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

信
頼
を
獲
得
し
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な

ぐ
重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長

の
遠
藤
年
治
さ
ん
は｢
私
た
ち
の
検
査
結
果

を
見
て
、
生
産
者
は
出
荷
可
否
の
判
断
を
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ス
が
許
さ
れ
ず
、
正

確
な
数
値
で
信
頼
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
話
す
。
酪
農
家
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
信
頼
を
維
持
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
多
く
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
て
生
産
者
を
支
え
て
い
る
。

若
者
を
積
極
的
に
雇
用

自
社
牧
場
も
ス
タ
ー
ト

厳
密
な
検
査
で
、

乳
業
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
獲
得

JA全農いわて岩手山麓コールドセンター
岩手県八幡平市平笠第24地割1番77号
従業員数：9人　業務内容：生乳の集乳、出荷、品質検査
集乳量：130t

親川部門長㊨と
昨年１月に就職した伊藤裕志さん（23）㊥、
三浦七実さん（21）ら牛群飼養管理部門メンバー

ショベルカーで粗飼料を運ぶ三浦さん 昨年離農した酪農家から受け継ぎ、立ち上げた自社牧場

JA全農いわて
岩手山麓コールドセンターの

遠藤センター長

HACCPに基づいた検査を実施したうえで、全国へ出荷

JA全農いわて岩手山麓コールドセンター

全農北日本くみあい飼料岩手営業所の遠藤さん㊨
と指導役の鎌田三義さん

TMRセンターの
佐々木センター長

昨年６月から担当となった全
農北日本くみあい飼料岩手営
業所の遠藤隆太郎さんは「私
自身も北海道の酪農家だった
ので、飼料高騰などの大変さ
はよく分かります。生産者の皆
さんに寄り添いながらサポート
していきたいです」と話す。

COMMENT

牛群飼養管理部
吉田華奈さん

カワイイ牛と
地域の人に囲まれ、
毎日楽しいです！
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